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　議事日程
　　午後 2時 05 分開議
日程第１　会期決定の件
日程第２　議案第４号
日程第３　議案第５号
　
　会議に付した案件
　１　日程第１
　１　会議録署名議員の指名　
　１　議長の報告
　１　日程第２
　１　日程第３
　１　議長の紹介
　１　広域連合長の発言

出席議員（12人）
　　議　長　11番　　二　瓶　雄　吉　君
　　副議長　８番　　西　井　年　昭　君
　　　　　　１番　　大　津　泰　則　君
　　　　　　２番　　松　井　廣　道　君
　　　　　　３番　　山　吉　公　徳　君
　　　　　　５番　　鶴　間　秀　典　君
　　　　　　６番　　土　岐　政　人　君
　　　　　　７番　　上　林　陸　夫　君
　　　　　　９番　　草　島　守　之　君
　　　　　　10番　　上　口　智　也　君
　　　　　　12番　　石　川　明　美　君
　　　　　　13番　　戸　田　　　悟　君

本会議場に出席した者
広 域 連 合 長　　蝦　名　大　也　君
副広域連合長　　佐　藤　廣　高　君
副広域連合長　　日野浦　正　志　君
副広域連合長　　棚　野　孝　夫　君
監　査　委　員　　藤　田　正　一　君
事 務 局 長　　星　　　光　二　君
事 務 局 次 長　　山　本　義　久　君
事 務 局 主 幹　　漆　原　俊　郎　君

議会事務局職員
議会事務局長　　袖中居　廣　志　君
議 事 課 長　　坂　　　卓　哉　君

平成20年第　2　回11月定例会

釧 路 広 域 連 合 議 会 会 議 録　　第　　1　　日

平成20年11月17日（月曜日）

　午後３時00分
　開会宣告
○議長二瓶雄吉君　　　皆様ご苦労さまでございま
す。
　出席議員が定足数に達しておりますので、平成20年
第２回釧路広域連合議会11月定例会は成立いたしまし
た。
　よってこれより開会いたします。直ちに会議を開き
ます。
　
　会議録署名議員の指名
○議長二瓶雄吉君　　　会議録署名議員の指名を行い
ます。
　今定例会の会議録署名議員は、会議規則第96条の規
程により７番上林陸夫議員、13番戸田悟議員を指名い
たします。
　
　議長の報告
○議長二瓶雄吉君　　　次に、監査委員から地方自治
法第235条の２第３項の規定に基づき、例月現金出納
検査報告書の提出がありましたので、報告いたしま
す。
　
　日程第１　会期決定の件
○議長二瓶雄吉君　　　日程第１、会期決定の件を議
題といたします。
　お諮りいたします。
　今会期は本日１日間といたしたいと思います。これ
にご異議ございませんか。
　〔（異議なし）と呼ぶ者あり〕
○議長二瓶雄吉君　　　ご異議なしと認めます。
　よって会期は本日１日間と決しました。
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○議長二瓶雄吉君　　　この際連合長から発言を求め
られておりますので、これを許します。
　連合長。
　
　広域連合長の発言
○広域連合長蝦名大也君（登壇）　　　発言のお許し
をいただきましたので、開会にあたりまして一言ご挨
拶を申し上げます。
　議員の皆様におかれましては、季節柄何かとご多忙
の折り、本日ここにお集まりいただき、平成20年第２
回釧路広域連合議会11月定例会を開催できましたこと
に、心から感謝と御礼を申し上げます。
　私はこのたび、釧路広域連合長を務めさせていただ
くことになりました、釧路市長の蝦名大也でございま
す。
　本日広域連合規約に基づき行われました、構成市町
村長の投票による選挙におきまして、広域連合長に選
出されたところでございます。
　本連合を構成する４市町村の代表としてその責任の
重大さを痛感いたしております。なお各町村長の皆様
には引き続き、副広域連合長にご就任いただいており
ます。議員各位におかれましては、私共々支援ご鞭撻
を賜りよう心からお願いを申し上げます。
　さて、広域連合清掃工場は供用開始から本年で３年
目を迎えたところでありますが、稼働開始以来これま
で大きな事故もなく、順調に稼働を継続しておりま
す。
　現在構成市町村では、ごみの減量や適切な排出方法
の住民周知に積極的に取り組んでおります。
　このことは、清掃工場での効率的な運営にとって
も、重要であり、今後も周知徹底を働きかけてまいり
ますとともに、工場運営にかかる経費削減に努め、資
源物リサイクルなどの徹底や、より効率的な運転を目
指し、これを実践してまいります。
　当工場では、最新鋭の排ガス処理設備を有してお
り、地域の環境保全に細心の注意を払い、工場の運営
に努めております。
　本年度の北海道釧路支庁による立ち入り検査におき
ましても、排出ガスの濃度が法律の基準内であること
が、昨年度に引き続き確認されたところであります。
　これまでも排ガスなどの公害基準の遵守には最大限
の配慮により運営いたしておりますが、工場の操業開
始以来、基準達成は十二分に確保されておりますこと
から、安全で安定した操業体制が確立されたものと考
えております。
　その上で今後も、引き続き環境に配慮した運営に努
めてまいります。
　また、広域連合の今後を考えた時、より広域的なご
み処理体制の構築、体制の強化も極めて重要な課題で

あると認識しているところであります。
　これらのことにつきましても、今後構成市町村が一
体となって取り組んでまいりたいと考えております。
　最後に当広域連合の業務遂行にあたりましては、な
お一層効率的で経済的な運営を心掛け、最善の努力を
してまいる所存であります。今後とも議員各位並びに
関係住民、町村長の皆様方の更なるご理解とご協力を
お願い申し上げまして、開会にあたってのご挨拶とさ
せていただきます。
　
　日程第２　議案第４号上程
○議長二瓶雄吉君　　　日程第２、議案第４号を議題
といたします。提案理由の説明を求めます。
　星事務局長。
　
　提案説明
○事務局長星光二君（登壇）　　　只今議題に供され
ました案件につきまして、提案の理由をご説明申し上
げます。
　議案第４号、平成19年度釧路広域連合一般会計決算
認定の件についてでありますが、本案は地方自治法第
233条第３項の規定に基づき、平成19年度釧路広域連
合一般会計決算を、議会の認定に付そうというもので
ございます。
　以上をもちまして、案件に対する説明を終わりま
す。よろしくご審議の上、原案どおりご承認ください
ますよう、お願い申し上げます。
　
　質疑・一般質問
○議長二瓶雄吉君　　　これより質疑並びに一般質問
を行います。
　通告がありますので、12番石川明美議員の発言を許
します。
　12番石川明美議員。
○12番石川明美君（登壇）　　　まず始めに、新連
合長の就任、大変おめでとうございます。
　これから構成管内のごみ処理及び住民の安全を図る
上で、大変重責を担う立場になられると思いますの
で、是非頑張っていただきたいと思いますので、よろ
しくお願いいたします。
　それでは、質問通告に基づいて質問させていただき
ます。
　現在ごみ処理をめぐって全国的に様々な問題提起が
されております。
　とりわけ大量生産、大量消費というこういう時代の
中、排出されるごみの量も大変膨大になって、その処
理をめぐって現在も、様々な社会の問題が起きており
ます。そうした中、ごみの減量化と共にとりわけ環境
汚染、いわゆる「ダイオキシン問題」や「重金属汚
染」をどう封じこめるかが、行政の大きな課題となっ



－ 3－

平成20年11月17日（月）第　2　回11月定例会・第 1 日

てきております。
　釧路地方におきましては、当連合におきまして、ガ
ス化溶融炉を採用し２年半が経過した訳ですが、ダイ
オキシンの発生については、この間何回か議論が行わ
れてきましたので、今議会におきましては、この「溶
融スラグの利用問題」についてお伺いいたします。
　ごみの焼却灰の溶融、ガス化溶融炉の結果生まれ
る、いわゆるスラグの活用についてであります。
　色々調べますと全国的に、スラグの再利用、様々な
都道府県で実験や利用が取り組まれておりました。10
年以上、具体的に「路盤剤」とか「コンクリート」に
使われて、いわゆる環境試験、実際の使った時の結果
など、色々調査されておりますが、いよいよこの資源
循環型社会の構築に向けて本格的なスラグの活用とい
う時代を迎えるのかな、というふうに私は思っており
ます。
　ただし、このごみというのは一般家庭そのものの排
出されるごみの質が非常に多種・多用で、なかなかコ
ントロールが難しい、その結果生成されるスラグの品
質管理というのも非常に難しい状況があると、指摘さ
れております。
　またスラグ自体の重金属汚染やダイオキシンの問題
が、常につきまとっている問題でもあるわけでもあり
ます。
　スラグを調べてみますと、やはり「道路の路盤剤」
「アスファルト合剤」それからいわゆるコンクリート
の骨材や港湾工事、ケーソンの土台とか色々堤防です
ね、調べますと試験的に使われております。
　しかし、広がるにつれてまず地域住民にとって、ス
ラグの利用についてですが、やはり一抹の不安がある
というのも事実だと思います。
　このままどんどん使われていいのだろうかという不
安の問題ですね。その点について４点に渡って、お尋
ねいたします。
　当広域連合のガス化溶融炉は、年間2,000トン、現
在２年半ですから約5,000トンのスラグが在庫として
抱えている状況となっております。
　そして１点目ですが、この溶融スラグを製品として
出荷する方向ですが、これまでの経過を報告していた
だきたいと思います。
　２点目は、このスラグの製品としての出荷状況、既
に出荷をしたとお聞きしていますが、この状況につい
てお尋ねいたします。
　３点目は、このスラグの有効活用の問題ですが、ど
のような活用を図っていくのか、当連合としての見解
をお聞きするものであります。
　最後に４点目ですが、いわゆる安全性の問題です。
　とりわけ私達はこの安全性の問題というのは、やは
り住民の立場からいって、とりわけ重要視しておりま
す。

　道路や建築物これに使われれば、やはり50年100年
の年月が経過するわけですので、やはり子や孫の世代
にもかかわる問題として、このスラグの安全性につい
て連合長としての認識をお聞きいたしまして、簡単で
はございますが、質問とさせていただきます。
　よろしくお願いいたします。
○議長二瓶雄吉君　　　理事者の答弁を求めます。
　連合長。　
○広域連合長蝦名大也君（登壇）　　　石川議員のご
質問にお答えをさせていただきます。
　まず溶融スラグの活用状況等についての経過でござ
いますが、釧路広域連合では可燃ごみ処理の最終過程
において生成される溶融スラグについて、平成18年７
月に定められました、ＪＩＳ日本工業規格の強度など
の品質基準並びに重金属類の含有量等に関する安全基
準のいずれについても、その基準を十分満足するもの
であることから、コンクリート二次製品の骨材や凍上
抑制層などの路盤剤としての、有効利用を検討してき
たところであります。
　このような中、本年６月には「北海道エコスラグコ
ンクリート製品協同組合」が釧路広域連合の溶融スラ
グを再生利用して製造した「Ｕ字側溝」などのコンク
リート製品が、道の北海道認定リサイクル製品の認定
を受け、同時に当清掃工場が溶融スラグ排出事業所と
しての認定も受けたところであります。
　また、北海道発注の「道産資材活用促進モデル工
事」に当該製品の利用が決定されましたことから、こ
の原材料として合計23トンの溶融スラグを売却したと
ころであります。
　我々広域連合といたしましては、今後構成市町村が
発注する工事においても、認定リサイクル製品の使用
や路盤剤として活用を図っていただけるよう、来年度
に向けて関係部署に働きかけを行っており、今後とも
循環型社会の形成のため、溶融スラグの有効活用を積
極的に推進してまいりたいと考えているところであり
ます。
　また、安全性についてでございますが、溶融スラ
グは1,300度以上の高温で溶融された焼却灰を、急冷
固化して出来る硝子質の物質で、砂状になっておりま
す。
　広域連合ではこの生成された溶融スラグのサンプル
を、毎月１回定期的に国の認証を受けた検査機関で、
有害物質の含有量や溶出量の分析を行っており、これ
まで一貫して平成18年７月に制定されました、ＪＩＳ
の基準を十分満足していることを確認しております。
　なお工場から排出される溶融スラグは、月毎にロッ
ト管理をしており、その安全性が十分確認されたもの
を出荷することとしております。
　出荷後の製品の管理等につきましては、基本的に当
該事業者の責任となりますが、同様の溶融スラグにつ
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きましては、既に全国的には路盤剤やコンクリート二
次製品の原材料として10年以上の利用実績もあります
ことから、長期的に見てもその安全性については問題
がないものと認識しております。
　以上でございます。
○議長二瓶雄吉君　　　以上をもって質疑並びに一般
質問を集結いたします。

　議案第４号討論省略
○議長二瓶雄吉君　　　この際お諮りいたします。
　本案に対する討論を省略し、直ちに採決に入ること
にご異議ございませんか。
　〔（異議なし）と呼ぶ者あり〕
○議長二瓶雄吉君　　　ご異議なしと認めます。
　よって直ちに採決を行います。

　議案第４号表決（認定）
○議長二瓶雄吉君　　　議案第４号平成19年度釧路広
域連合一般会計決算認定の件を採決いたします。
　本案を原案認定と決することに賛成の方の起立を求
めます。
　〔（起立）多数〕
○議長二瓶雄吉君　　　起立多数と認めます。
　よって本案は原案認定と決しました。

　日程第３　議案第５号上程
○議長二瓶雄吉君　　　日程第３、議案第５号、公平
委員会委員の選任について同意を求める件を議題とい
たします。
　提案理由の説明を求めます。
　連合長。
　
　提案説明
○広域連合長蝦名大也君（登壇）　　　只今議題に供
されました議案第５号、公平委員会委員の選任につい
て同意を求める件でございますが、氏名の欄が空白に
なっておりますので、佐藤優とお書き入れを願いま
す。
　佐藤さんは釧路市の公平委員会委員を務めておら
れ、人格識見に優れ公平委員会委員として極めて適任
と存じ、ここにご提案いたした次第でございます。
　何卒よろしくご同意を賜りますようお願い申し上げ
ます。
　
　質疑
○議長二瓶雄吉君　　　本案に対する質疑を許しま
す。
　質疑はございませんか。
　〔（異議なし）と呼ぶ者あり〕
○議長二瓶雄吉君　　　質疑なしと認めます。

　これをもって質疑を集結いたします。

　議案第５号討論省略
○議長二瓶雄吉君　　　この際お諮りいたします。本
案に対する討論を省略し、直ちに採決に入ることにご
異議ございませんか。
　〔（異議なし）と呼ぶ者あり〕
○議長二瓶雄吉君　　　ご異議なしと認めます。
　よって直ちに採決を行います。

　議案第５号表決（同意）
○議長二瓶雄吉君　　　議案第５号を採決いたしま
す。本案を原案同意と決することに賛成の方の起立を
求めます。
　〔（起立）全員〕
○議長二瓶雄吉君　　　起立全員と認めます。
　よって本案は原案同意と決しました。

　閉会宣告
○議長二瓶雄吉君　　　以上をもって、今議会の日程
はすべて終了いたしました。
　平成20年第２回釧路広域連合議会11月定例会はこれ
をもって閉会いたします。
　皆様、大変ご苦労さまでした。

午後 3 時18分　閉会
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　地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。

釧路広域連合議会　議　長　二　瓶　雄　吉

　　　同　　　　　議　員　上　林　睦　夫

　　　同　　　　　議　員　戸　田　　　悟

平成20年11月17日（月）第　2　回11月定例会・署名
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平成20年第　2　回釧路広域連合議会11月定例会議決結果表
会　期　自　平成20年11月17日

至　平成20年11月17日
（　1　日間）

釧路広域連合議会議長　二　瓶　雄　吉

議会に報告されたもの

報告年月日

20．11　．17

提 出 者

監査委員

報告番号
釧 広 連 監
報告第3号

件　　　　　　　　　　　　名

例月現金出納検査報告書

報告結果

報告完了

議決年月日

20．11　．17

〃

提 出 者

連 合 長

〃

議案番号

議案第４号

議案第５号

件　　　　　　　　　　　　名

平成19年度釧路広域連合一般会計決算認定の件

公平委員会委員の選任について同意を求める件

議決結果

原案認定

原案同意

平成20年11月17日（月）第　2　回11月定例会・付録
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11　/17　
（月）

12番　石　川　明　美
　　　　（釧路市）

1 １　溶融スラグの活用の現状と安全性

順位 月 日 議席番号・発言議員 発　　言　　項　　目　（要　旨）

平成20年第　2　回釧路広域連合議会11月定例会　質疑・一般質問発言項目一覧表

平成20年11月17日（月）第　2　回11月定例会・付録
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平成20年11月17日（月）第　2　回11月定例会・付録
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曜

月

年　月　日

20．11　．17

区　　分

本 会 議

会　期

1

内　　　　　　　　　　　　　　　容

開会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15：00～15：18

会期の決定

広域連合長の発言

提案説明

質疑・一般質問

表決

閉会

平成20年第　2　回11月定例会議事経過

平成20年11月17日（月）第　2　回11月定例会・付録
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